
【収入保険】私の選択・加入者の声

「収入保険に加入しているので、安心して農業に取り組めるし次世代の農業にも挑戦できる」と話
すのは、みなべ町でウメ「南高」やウ「スイエンドウ」を栽培する岡田好浩〈おかだよしひろ〉さん（４
４）。

収穫したウメの約２割は青ウメで地元ＪＡや直売所に出荷し、残りは漬け梅用で加工業者に出荷し
ている。またウスイエンドウもＪＡと直売所へ出荷している。

果樹共済に加入していたが、補償内容の充実から２０２０年に加入。またＮＯＳＡＩ職員の丁寧な説
明と熱心な推進も後押しとなった。

「農業は常に自然災害と隣り合わせ、どうすることもできない災害もある。過去には降ひょうでウス
イエンドウが甚大な被害を受け、収入が大きく減少した。昨年は、暖冬でウメが不作のところにひょ
う害が重なり収入が減少した。保険金等を受取り助かった」と話す。

収入保険はけがや病気による収入減少、豊作による価格低下なども補償対象となるため「安心し
て農業経営に取り組める。加入者が増えれば保険料がもう少し安くなるのでは」と岡田さん。

今後は「１０㌃当たり収量の向上を目指し、スマート農業への移行も視野に入れている。気候変動
による作業環境の悪化に対応するため、ドローン（小型無人機）などを活用した省力化にも取り組
みたい」と意欲的だ。

経営規模＝ウメ（２.８２㌶）、ウスイエンドウ（１０.９㌃）
水稲（６３㌃）、その他野菜（７.３㌃）

（ 農業共済新聞 2025年（令和7年）10月８日 10月２週号より要約）

みなべ町でウメ「南高」や「ウスイエンドウ」を栽培し、収穫したウメの約２割は青梅で地元Ｊ
Ａや直売所に出荷し、残りは漬け梅用として加工業者に出荷しています。また、ウスイエンドウも
ＪＡと直売所へ出荷しています。
以前は、果樹共済に加入していましたが、ＮＯＳＡＩ職員の丁寧な説明と熱心な推進の後押しも

あり、補償内容の充実を目指し令和２年に収入保険へ加入しました。農業は、常に自然災害と隣り
合わせ、どうすることもできない災害もあります。過去には降ひょうでウスイエンドウが甚大な被
害を受け、収入が大きく減少。昨年は、暖冬でウメが不作のところにひょう害が重なり収入が減少
しましたが、保険金等を受け取ることができ助かりました。収入保険は、けがや病気による収入減
少、豊作による価格低下など幅広い補償のため、安心して農業経営に取り組めます。今後、加入者
が増えれば保険料がもう少し安くなるのではと期待をしています。

【 和歌山県みなべ町 岡田 好浩さん 】

「あらゆるリスクを補償」
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